
水土里情報活用ニューズ・レター 

水土里情報システムとAccessを連携させて、ため池台帳の管理に活用した事例に
ついて紹介します。 

(１／２) 

今回紹介する団体：徳島県、水土里ネット徳島 

（システム画面） 

ため池一斉点検結果のGIS化と共に、GISデータとAccessのテーブ
ルリンク機能を利用して連携させることにより、入力画面やため池
台帳をAccessで作成し、簡易に属性情報が更新できるシステムを
構築。 
 
これまで利用団体は、各種の地図情報について、水土里情報シス
テム(水土里GIS Light)で管理していたが、属性情報の更新を行う
には、GISの知識及び手間を要するため、各種台帳等の更新に際
して、誰もが簡易にデータ更新及び管理が行えるソフトの開発を望
まれていた。 
そのため、GISデータとAccessを連携させることにより、属性情報の
更新を容易にし、GISの継続的な利用に役立てている。 

内容： 

経緯： 

取組概要 

メニュー画面 

検索画面 

第８２号 



徳島県土地改良事業団体連合会 事業課 地域保全担当          088-626-3936（直通）      

農林水産省農村振興局整備部設計課計画調整室（細川、久貝）  03-6744-2201（直通）          

■お問い合せ先 

今後の活用予定 

GISデータとAccessを連携させることにより、関係機関の各種台帳関係の整備
を促進する。 

 

① Accessにより属性情報の更新が簡易に行えるため、関係機関による水土里 

  情報システムの継続的な利用が可能となる。 
 

② Accessを連携させることにより、各種台帳の出力が簡易に行える。 

期待される効果 

入力画面 

帳票 

(２／２) 


